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使用中のお手入れ（水補給、カス受け、ミルクフロッサー）電源オンで

月一回のお手入れ（抽出ユニットと豆ホッパー）　※洗剤や食洗機は使えません。電源オフで

給水ランプが点灯したら ミルクを泡立てた後はカス受けランプが点灯したら
MAXの線まで水を入れた水タンクにふた
をして、本体の奥までしっかりと押し込む

※水タンクを破損させない
よう注意してください。
水漏れや動作不良の原因
になります。

トレイを引き出して、たまったカスや水を捨てて
から、本体の奥にしっかりと押し込む

ランプが付いたら満杯に
なっていなくても捨てて
ください。

一日の終わりのお手入れ

水

電源オンで 電源オフで

必要なときのお手入れ
電源オフで 電源オンで

水を入れたジャグに、すぐにフロッサー
を浸け、　  を押し、スチームノブを
「I」の位置に回し、10秒後に「〇」の位
置に戻す。

除石灰ランプが点滅したら

フィルター部分、コーヒーカスを払い
落とすレバーの周りなどに残ったコー
ヒー粉を洗い流します。

抽出口はブラシや爪楊枝などで詰まりを
除き、硬く絞った濡れふきんで拭く

パウダー投入口は付属のクリーニングブラシ
などで、定期的に清掃する

必要に応じて、手動内部洗浄で本体内部を洗浄する
       （内部洗浄／OKボタン）を押します。（熱湯注意）

本体内部を洗浄したお湯が、約70mL排出されます。
トレイに大きめの容器を置いて、お湯を受けてください。

電源をオンにしたまま、カス受けの
中のカスを捨てて、一旦本体に戻す

水タンクを引き出し、抽出ユニットふたを
開けた後、抽出ユニットを取り出す

豆ホッパーの中からできるだけコーヒー豆を取り出してから、ホッパー内壁面に付着したコーヒー豆の油を、乾いた清潔な布で軽く拭う
酸化した油は新しい豆の風味も損なうので、ていねいに拭き上げてください。豆の引き込み口の中（グラインダー）には触れないでください。（けがの原因）

取扱説明書内「安全上のご注意」、操作手順およびお手入れ方法をよくお読みになった上で正しくお使いください。

ECAM35015メンテナンスガイドコンパクト全自動
コーヒーマシン

フロッサーとスチーム
ノズルを外す

抽出ユニット上部を
流水で洗い流す

抽出ユニットを取り付けた後、抽出ユニット
ふたを閉め、水タンクをセットする

台所用洗剤で
洗う

フロッサーとスチームノズルを元に戻す トレイ、水受け、カス受け、
水タンクを十分に乾燥さ
せてから、本体に戻す

トレイ、水滴受け、カス受け、水タンクを洗う電源ボタンを押してオフにしてから、
背面の主電源スイッチを切る
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石灰の除去　⇒取扱説明書24、25ページ
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石灰除去の方法

【お知らせ】　洗浄工程　 ～　、すすぎ工程　～　のすべてを通しで行ってください。（所要約4０分間）

本製品を使っていると、水の石灰質が徐々に内部管などに付着していきます。その
まま使用を続けると故障の原因になるため、石灰の除去作業が定期的に必要です。
石灰除去をすべき時期は、　（石灰除去）ランプの点滅でお知らせします。
※石灰の除去作業（所要時間40分程度）は中断できません。余裕をみて行ってください。
※石灰の除去には、デロンギ全自動コーヒーマシン用除石灰剤を使用してください。
お買い上げの販売店にご用命いただくか、当社オンラインショップでお求めください。

       (http:// shop-casa-delonghi.com/)

以上で石灰の除去は終了です。

【ご注意】
手順　でスチームノブを戻しても　      が点滅し続けている
ときは、何らかの原因で石灰除去が完了できていません。
この場合は、手順　から　までもう一度繰り返してください。

デロンギ・ジャパン株式会社
エスプレッソコールセンター
TEL：0120-074-900

業務用コーヒーマシン・スペシャルサイト
　(URL)　https://professional.delonghi.co.jp/

Bの位置まで入れます。

除石灰剤

（投入する水量は1Lです）

石灰の除去は、主電源スイッチが「入」、　が「切」の状態（スタンバイ）で行います。

スチームノブを「I」の位置まで回し、洗浄を開始する
フロッサーからお湯の排出／停止が自動的に数回繰り返され、石灰の除去を
行います。
　   が点滅して洗浄が完了します。
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　　　 が点滅し、除石灰モードに入ります。
容量1.8L以上の容器をフロッサーの下に置き、　    を押す3

水タンクを破損させないよう、取り扱いに注意してください。

水タンクを空にして除石灰剤を水タンクの「A」の位置まで入れた後、
水を「B」位置まで入れてから、本体にセットする

2

と、　　　、　　　が点灯するまで           を長押しする1

水タンクのMAX位置まで水を入れてから本体に戻し、　　  を押す
水タンクは除石灰剤が残らないよう、よくすすいでください。
※ここでは、除石灰剤は不要です。
　　　 が点滅します。

6

空にした容器を再度フロッサーと抽出口の下に置く5

　　　 が点滅します。
水タンクを外して「MAX」の位置まで新しい水を入れて本体に取り付ける10

スチームノブを「〇」の位置まで回す
すすぎが始まり、抽出口から水が排出されます。
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11スチームノブを「〇」の位置まで戻す
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点滅

点滅

再び　　    が点滅したらスチームノブを「I」の位置まで回す
フロッサーから水が排出されます。水タンクの水がなくなると
　　が点滅します。

8

点滅

手順　 ～　を繰り返して、2回目のすすぎを開始する（フロッサーのみ）
フロッサーから水が排出されます。水タンクの水がなくなると
　　が点滅します。
※1回目の手順　と違い、　 　を押した後、　  は点滅しません。
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